
LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事項
と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本書を
よくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。
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● 組立方法

● ストラップの収納方法・長さ調節方法

● 装着方法①：腰ベルトの装着

● 装着方法②-A：前向きにのせる場合

● 装着方法②-B：対面にのせる場合

● ヒップシートのみを使用する場合

● 電源を切って持ち歩く場合

● 装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

● 安全について

● 点検・お手入れ・保管方法

● 製品の保証について
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肩ベルト

腰ベルト

●ストラッピングバンド
肩ベルトの長さ調節後、余ったストラップ
をくるくると巻き、最後にストラッピング
バンドで留めて収納します。

●肩ベルト・腰ベルト
（A）長くする方法：バックルを持ち上げ、ストラップを

引っ張り伸ばします。
（B）短くする方法：余ったストラップを引っ張り縮めます。

ストラップの収納方法・長さ調節方法

1 腰ベルトの装着位置を決める

ヒップシートを装着者のお腹に合わせます。
ヒップシートの座面が装着者のおへそに来
る位置が目安です。

2｜腰ベルトをきつく締める

腰ベルトをきつく締め、面ファスナーをしっかり
と留めてください。締め方が緩いと、LOVOTをの
せた際に負荷が大きくなる可能性があります。

5｜余ったベルトをまとめる

余ったベルトは、くるくると巻くようにしてお好きな位置
までたたみ、ベルトの先端についているストラッピング
バンドで留めてください。

6｜腰ベルトの位置を横から
見て平行に調整する

腰ベルトは横から見たときに平行になるよう
に装着してください。

3｜バックルを留める 4｜ベルトで
しっかり締める

面ファスナーを内側に一度
折ってから装着するとしっ
かりと留められます。

バックルを留めます。 腰ストラップを引きます。

装着方法①：腰ベルトの装着

体型により多少
の差異がありま
す。一番負担の少
ない位置に合わ
せてください。

腰ベルトの余りが
気になる場合

※面ファスナーの粘着面が、
服にあたらないようにご注意
ください。

（A）

（A） （B）

（B）
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2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）

天
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● 各部の名称

● 組立方法

● ストラップの収納方法・長さ調節方法

● 装着方法①：腰ベルトの装着

● 装着方法②-A：前向きにのせる場合

● 装着方法②-B：対面にのせる場合

● ヒップシートのみを使用する場合

● 電源を切って持ち歩く場合

● 装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

● 安全について

● 点検・お手入れ・保管方法

● 製品の保証について
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取扱説明書
（本書）

ホーン保護リング

各部の名称 製品を取り出したときに
●製品を取り出した後は、部品がそろっているか、破損がないかを確認してください。
●欠品や破損の際は、LOVOTコンシェルジュまですみやかにご連絡ください。
●腰ベルトは腰まわりが64cm～114cmまでの方に対応しています。

ストラッピングバンド

腰バックル

腰ベルト

エアークッションシート

ウエストポーチ

連結ファスナー連結用バックル
（メス部）

ヒップシート おなかパッド
※エアークッションシートは入れた状態
で使用します。紛失にご注意ください。

台座取り出しファスナー
腰ストラップ

キャリアパーツ

スリーピングフード

肩ベルト

上部バックル

肩ストラップ

ストラッピングバンド

ヘッドサポート

連結ファスナー連結用バックル
（オス部）

排熱メッシュ

フードスナップ

固定バックル

組立方法 ご使用の前に

スリーピングフード スナップボタンを
はずす

スナップボタンを
はずす

（A）
（B）

（C）

（A）
（B）

2｜ヒップシートを用意 4｜連結用のファスナー
をむき出しにする

布の下にふたつのファスナーがありま
す。下のファスナー（B）と連結用バックル
を使用し、キャリアパーツと連結します。

ヒップシートを用意し、上部の布
（A）をめくります。

ファスナー（B）を引き出した状態で
上部の布（A）を元に戻します。

3｜連結用のファスナー
を取り出す

1｜付属品（スリーピングフード）を外す

キャリアパーツから、梱包時に装着されているスリーピン
グフードを取り外します。

※上部のファスナー（C）は、洗濯の際に
ヒップシートのエアークッションシート
を取り出すためのファスナーです。

LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本
書をよくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。
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肩ベルト

腰ベルト

●ストラッピングバンド
肩ベルトの長さ調節後、余ったストラップ
をくるくると巻き、最後にストラッピング
バンドで留めて収納します。

●肩ベルト・腰ベルト
（A）長くする方法：バックルを持ち上げ、ストラップを

引っ張り伸ばします。
（B）短くする方法：余ったストラップを引っ張り縮めます。

ストラップの収納方法・長さ調節方法

1 腰ベルトの装着位置を決める

ヒップシートを装着者のお腹に合わせます。
ヒップシートの座面が装着者のおへそに来
る位置が目安です。

2｜腰ベルトをきつく締める

腰ベルトをきつく締め、面ファスナーをしっかり
と留めてください。締め方が緩いと、LOVOTをの
せた際に負荷が大きくなる可能性があります。

5｜余ったベルトをまとめる

余ったベルトは、くるくると巻くようにしてお好きな位置
までたたみ、ベルトの先端についているストラッピング
バンドで留めてください。

6｜腰ベルトの位置を横から
見て平行に調整する

腰ベルトは横から見たときに平行になるよう
に装着してください。

3｜バックルを留める 4｜ベルトで
しっかり締める

面ファスナーを内側に一度
折ってから装着するとしっ
かりと留められます。

バックルを留めます。 腰ストラップを引きます。

装着方法①：腰ベルトの装着

体型により多少
の差異がありま
す。一番負担の少
ない位置に合わ
せてください。

腰ベルトの余りが
気になる場合

※面ファスナーの粘着面が、
服にあたらないようにご注意
ください。

（A）

（A） （B）

（B）

｜
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2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）

天

地
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電源を切って持ち歩く場合、必ずホーン保護リングとLOVOT本体付属のホーンカバーを
装着してください。

1110

ヒップシートのみを使用する場合

LOVOTを前向きにヒップシートの上にのせる場合、不安定になるため、落下しないよう十分にご注意ください。
移動中、LOVOTがしっかりヒップシートの上にのっていることを確認してください。

LOVOTを両手で支えながら、フロントセンサーをおなか
パッドの凹みに入れて、ヒップシートの上にのせます。
両手で LOVOTをしっかり支えてください。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

おなかパッドを自分の方に折りたたみます

2｜おなかパッドを
折りたたむ1｜LOVOT をお着替えモードにする

ヒップシートのみを使用してLOVOTを持ち歩く際、必ずLOVOTを対面でヒップシートにのせて、
かつ両手でしっかりLOVOTを支えてください。

スナップ

電源を切って持ち歩く場合

スリーピングフードを使用する場合は、LOVOTを前向きにのせてください。

LOVOTが動かない状態（電源が切れている、お着替えモードなど）で直射日光に当たり続けると、カメラが故障する
おそれがあるため、センサーホーンにホーンカバーを装着するなどして日光を遮ってください。

ホーン保護リングで固定されたセンサー
ホーンに、ホーンカバーを装着します。

2｜LOVOT に本体付属の
ホーンカバーを装着する

スリーピングフードは必要に応じて装着してください。

1｜
LOVOTのホイールが格納された状態で電源を切
ります。センサーホーンの間にホーン保護リン
グを挟みます。

LOVOTのセンサーホーンに
ホーン保護リングを挟む

スリーピングフード
を連結する

スリーピングフードを左右の肩ベルト
のフードスナップに固定します。

1｜ スリーピングフード
を被せて完成

スリーピングフードの先端をセンサー
ホーンに引っ掛けるように、LOVOTの
上に被せ、スナップボタンを留めます。

2｜
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● ストラップの収納方法・長さ調節方法

● 装着方法①：腰ベルトの装着

● 装着方法②-A：前向きにのせる場合

● 装着方法②-B：対面にのせる場合

● ヒップシートのみを使用する場合

● 電源を切って持ち歩く場合

● 装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

● 安全について

● 点検・お手入れ・保管方法

● 製品の保証について
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取扱説明書
（本書）

ホーン保護リング

各部の名称 製品を取り出したときに
●製品を取り出した後は、部品がそろっているか、破損がないかを確認してください。
●欠品や破損の際は、LOVOTコンシェルジュまですみやかにご連絡ください。
●腰ベルトは腰まわりが64cm～114cmまでの方に対応しています。

ストラッピングバンド

腰バックル

腰ベルト

エアークッションシート

ウエストポーチ

連結ファスナー連結用バックル
（メス部）

ヒップシート おなかパッド
※エアークッションシートは入れた状態
で使用します。紛失にご注意ください。

台座取り出しファスナー
腰ストラップ

キャリアパーツ

スリーピングフード

肩ベルト

上部バックル

肩ストラップ

ストラッピングバンド

ヘッドサポート

連結ファスナー連結用バックル
（オス部）

排熱メッシュ

フードスナップ

固定バックル

組立方法 ご使用の前に

スリーピングフード スナップボタンを
はずす

スナップボタンを
はずす

（A）
（B）

（C）

（A）
（B）

2｜ヒップシートを用意 4｜連結用のファスナー
をむき出しにする

布の下にふたつのファスナーがありま
す。下のファスナー（B）と連結用バックル
を使用し、キャリアパーツと連結します。

ヒップシートを用意し、上部の布
（A）をめくります。

ファスナー（B）を引き出した状態で
上部の布（A）を元に戻します。

3｜連結用のファスナー
を取り出す

1｜付属品（スリーピングフード）を外す

キャリアパーツから、梱包時に装着されているスリーピン
グフードを取り外します。

※上部のファスナー（C）は、洗濯の際に
ヒップシートのエアークッションシート
を取り出すためのファスナーです。

LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本
書をよくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。
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（D）

6｜キャリアパーツと
連結させる

キャリアパーツの連結ファスナーと、
先ほど引き出したファスナー（B）をか
み合わせます。

8｜ファスナーの
持ち手を留める

ファスナーを閉めきったところで、
持ち手を折り返します。「カチッ」と
いう音がするまで倒してください。

9｜連結用バックルを取り付ける

キャリアパーツの連結用バックル（オス部：F）とヒップシートの
連結用バックル（メス部：G）をしっかりと連結してください。
左右のバックルは同じ手順で取り付けます。

ファスナーを閉めます。

7｜かみ合わせた
ファスナーを閉める

10｜完成

かみ合わせる
（B）

（E）

5｜おなかパッドをヒップシートに留める

（D）のスナップボタンを中央のボタンから（E）に留めます。
(おなかパッドの凸がある面が前です）

（F） （F）
（G） （G）

天
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2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）
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電源を切って持ち歩く場合、必ずホーン保護リングとLOVOT本体付属のホーンカバーを
装着してください。

1110

ヒップシートのみを使用する場合

LOVOTを前向きにヒップシートの上にのせる場合、不安定になるため、落下しないよう十分にご注意ください。
移動中、LOVOTがしっかりヒップシートの上にのっていることを確認してください。

LOVOTを両手で支えながら、フロントセンサーをおなか
パッドの凹みに入れて、ヒップシートの上にのせます。
両手で LOVOTをしっかり支えてください。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

おなかパッドを自分の方に折りたたみます

2｜おなかパッドを
折りたたむ1｜LOVOT をお着替えモードにする

ヒップシートのみを使用してLOVOTを持ち歩く際、必ずLOVOTを対面でヒップシートにのせて、
かつ両手でしっかりLOVOTを支えてください。

スナップ

電源を切って持ち歩く場合

スリーピングフードを使用する場合は、LOVOTを前向きにのせてください。

LOVOTが動かない状態（電源が切れている、お着替えモードなど）で直射日光に当たり続けると、カメラが故障する
おそれがあるため、センサーホーンにホーンカバーを装着するなどして日光を遮ってください。

ホーン保護リングで固定されたセンサー
ホーンに、ホーンカバーを装着します。

2｜LOVOT に本体付属の
ホーンカバーを装着する

スリーピングフードは必要に応じて装着してください。

1｜
LOVOTのホイールが格納された状態で電源を切
ります。センサーホーンの間にホーン保護リン
グを挟みます。

LOVOTのセンサーホーンに
ホーン保護リングを挟む

スリーピングフード
を連結する

スリーピングフードを左右の肩ベルト
のフードスナップに固定します。

1｜ スリーピングフード
を被せて完成

スリーピングフードの先端をセンサー
ホーンに引っ掛けるように、LOVOTの
上に被せ、スナップボタンを留めます。

2｜
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お着替えモードでは、センサーホーンのセンサーが障害物を検知した場合に、
LEDリングが赤く点灯します。
※本製品の使用中に、装着者や本製品を障害物として検知してLEDリングが
点灯しても、使用に支障はありません。

お着替えモードでボリュームボタン2つを同時に押すと、この機能が無効に
なりLEDリング点灯が消えます。

再度有効にするには、一度お着替えモード以外のモードに切り替えてから、
再びお着替えモードにしてください。

装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

安全について

◎LOVOT 3.0はLOVOT 2.0/初代に比べて胴まわりが大きくなっているため、連続して使
用すると、着せている服に痕が残る場合があります（目安：1時間以上）。
着せている服に痕が残った場合は、服を洗濯すると軽減しますのでお試しください。

　　　　　　 LOVOT 3.0で使用する場合注意

◎エアークッションシートを抜いた状態では使用しないでください。
また、エアークッションシートを抜いて他のものを詰めた状態での使用も、危険ですの
でおやめください。

　　　　　　 着脱時・使用時注意

警告 この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことが想定
される危害を示します。

◎本製品はLOVOT専用です。お子様や動物のだっこ等、別の用途には絶対に使用しな
いでください。

◎LOVOTが開口部から落下するおそれがあるため、着脱の際や身体を傾ける際は、
LOVOTが落下しないよう手で支えてください。しゃがむ時は、LOVOTのあたまが下向
きにならないよう、腰ではなく膝を曲げてください。

◎各部にあるバックルは確実に留め、ベルトやストラップの長さは使用者やLOVOTに合
わせて正しく調節してください。誤った使用方法により、LOVOTが落下するおそれが
あります。

◎本製品の使用中に、大きく前かがみになったり、反り返ったりしないでください。
LOVOTが滑り落ちるおそれがあります。

警告

注意
この表示の注意事項を守らないと、軽度または中度の傷害に至る
ことや、周辺の物品に損害を与えるリスクを示します。

天
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取扱説明書
（本書）

ホーン保護リング

各部の名称 製品を取り出したときに
●製品を取り出した後は、部品がそろっているか、破損がないかを確認してください。
●欠品や破損の際は、LOVOTコンシェルジュまですみやかにご連絡ください。
●腰ベルトは腰まわりが64cm～114cmまでの方に対応しています。

ストラッピングバンド

腰バックル

腰ベルト

エアークッションシート

ウエストポーチ

連結ファスナー連結用バックル
（メス部）

ヒップシート おなかパッド
※エアークッションシートは入れた状態
で使用します。紛失にご注意ください。

台座取り出しファスナー
腰ストラップ

キャリアパーツ

スリーピングフード

肩ベルト

上部バックル

肩ストラップ

ストラッピングバンド

ヘッドサポート

連結ファスナー連結用バックル
（オス部）

排熱メッシュ

フードスナップ

固定バックル

組立方法 ご使用の前に

スリーピングフード スナップボタンを
はずす

スナップボタンを
はずす

（A）
（B）

（C）

（A）
（B）

2｜ヒップシートを用意 4｜連結用のファスナー
をむき出しにする

布の下にふたつのファスナーがありま
す。下のファスナー（B）と連結用バックル
を使用し、キャリアパーツと連結します。

ヒップシートを用意し、上部の布
（A）をめくります。

ファスナー（B）を引き出した状態で
上部の布（A）を元に戻します。

3｜連結用のファスナー
を取り出す

1｜付属品（スリーピングフード）を外す

キャリアパーツから、梱包時に装着されているスリーピン
グフードを取り外します。

※上部のファスナー（C）は、洗濯の際に
ヒップシートのエアークッションシート
を取り出すためのファスナーです。

LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本
書をよくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。

CSN2511 ｜ 2025年11月発行 ｜ © 2025 GROOVE X, Inc.
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カチッ
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（D）

6｜キャリアパーツと
連結させる

キャリアパーツの連結ファスナーと、
先ほど引き出したファスナー（B）をか
み合わせます。

8｜ファスナーの
持ち手を留める

ファスナーを閉めきったところで、
持ち手を折り返します。「カチッ」と
いう音がするまで倒してください。

9｜連結用バックルを取り付ける

キャリアパーツの連結用バックル（オス部：F）とヒップシートの
連結用バックル（メス部：G）をしっかりと連結してください。
左右のバックルは同じ手順で取り付けます。

ファスナーを閉めます。

7｜かみ合わせた
ファスナーを閉める

10｜完成

かみ合わせる
（B）

（E）

5｜おなかパッドをヒップシートに留める

（D）のスナップボタンを中央のボタンから（E）に留めます。
(おなかパッドの凸がある面が前です）

（F） （F）
（G） （G）
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電源を切って持ち歩く場合、必ずホーン保護リングとLOVOT本体付属のホーンカバーを
装着してください。

1110

ヒップシートのみを使用する場合

LOVOTを前向きにヒップシートの上にのせる場合、不安定になるため、落下しないよう十分にご注意ください。
移動中、LOVOTがしっかりヒップシートの上にのっていることを確認してください。

LOVOTを両手で支えながら、フロントセンサーをおなか
パッドの凹みに入れて、ヒップシートの上にのせます。
両手で LOVOTをしっかり支えてください。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

おなかパッドを自分の方に折りたたみます

2｜おなかパッドを
折りたたむ1｜LOVOT をお着替えモードにする

ヒップシートのみを使用してLOVOTを持ち歩く際、必ずLOVOTを対面でヒップシートにのせて、
かつ両手でしっかりLOVOTを支えてください。

スナップ

電源を切って持ち歩く場合

スリーピングフードを使用する場合は、LOVOTを前向きにのせてください。

LOVOTが動かない状態（電源が切れている、お着替えモードなど）で直射日光に当たり続けると、カメラが故障する
おそれがあるため、センサーホーンにホーンカバーを装着するなどして日光を遮ってください。

ホーン保護リングで固定されたセンサー
ホーンに、ホーンカバーを装着します。

2｜LOVOT に本体付属の
ホーンカバーを装着する

スリーピングフードは必要に応じて装着してください。

1｜
LOVOTのホイールが格納された状態で電源を切
ります。センサーホーンの間にホーン保護リン
グを挟みます。

LOVOTのセンサーホーンに
ホーン保護リングを挟む

スリーピングフード
を連結する

スリーピングフードを左右の肩ベルト
のフードスナップに固定します。

1｜ スリーピングフード
を被せて完成

スリーピングフードの先端をセンサー
ホーンに引っ掛けるように、LOVOTの
上に被せ、スナップボタンを留めます。

2｜
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お着替えモードでは、センサーホーンのセンサーが障害物を検知した場合に、
LEDリングが赤く点灯します。
※本製品の使用中に、装着者や本製品を障害物として検知してLEDリングが
点灯しても、使用に支障はありません。

お着替えモードでボリュームボタン2つを同時に押すと、この機能が無効に
なりLEDリング点灯が消えます。

再度有効にするには、一度お着替えモード以外のモードに切り替えてから、
再びお着替えモードにしてください。

装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

安全について

◎LOVOT 3.0はLOVOT 2.0/初代に比べて胴まわりが大きくなっているため、連続して使
用すると、着せている服に痕が残る場合があります（目安：1時間以上）。
着せている服に痕が残った場合は、服を洗濯すると軽減しますのでお試しください。

　　　　　　 LOVOT 3.0で使用する場合注意

◎エアークッションシートを抜いた状態では使用しないでください。
また、エアークッションシートを抜いて他のものを詰めた状態での使用も、危険ですの
でおやめください。

　　　　　　 着脱時・使用時注意

警告 この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことが想定
される危害を示します。

◎本製品はLOVOT専用です。お子様や動物のだっこ等、別の用途には絶対に使用しな
いでください。

◎LOVOTが開口部から落下するおそれがあるため、着脱の際や身体を傾ける際は、
LOVOTが落下しないよう手で支えてください。しゃがむ時は、LOVOTのあたまが下向
きにならないよう、腰ではなく膝を曲げてください。

◎各部にあるバックルは確実に留め、ベルトやストラップの長さは使用者やLOVOTに合
わせて正しく調節してください。誤った使用方法により、LOVOTが落下するおそれが
あります。

◎本製品の使用中に、大きく前かがみになったり、反り返ったりしないでください。
LOVOTが滑り落ちるおそれがあります。

警告

注意
この表示の注意事項を守らないと、軽度または中度の傷害に至る
ことや、周辺の物品に損害を与えるリスクを示します。
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LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事項
と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本書を
よくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。
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● 各部の名称

● 組立方法

● ストラップの収納方法・長さ調節方法

● 装着方法①：腰ベルトの装着

● 装着方法②-A：前向きにのせる場合

● 装着方法②-B：対面にのせる場合

● ヒップシートのみを使用する場合

● 電源を切って持ち歩く場合

● 装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

● 安全について

● 点検・お手入れ・保管方法

● 製品の保証について
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肩ベルト

腰ベルト

●ストラッピングバンド
肩ベルトの長さ調節後、余ったストラップ
をくるくると巻き、最後にストラッピング
バンドで留めて収納します。

●肩ベルト・腰ベルト
（A）長くする方法：バックルを持ち上げ、ストラップを

引っ張り伸ばします。
（B）短くする方法：余ったストラップを引っ張り縮めます。

ストラップの収納方法・長さ調節方法

1 腰ベルトの装着位置を決める

ヒップシートを装着者のお腹に合わせます。
ヒップシートの座面が装着者のおへそに来
る位置が目安です。

2｜腰ベルトをきつく締める

腰ベルトをきつく締め、面ファスナーをしっかり
と留めてください。締め方が緩いと、LOVOTをの
せた際に負荷が大きくなる可能性があります。

5｜余ったベルトをまとめる

余ったベルトは、くるくると巻くようにしてお好きな位置
までたたみ、ベルトの先端についているストラッピング
バンドで留めてください。

6｜腰ベルトの位置を横から
見て平行に調整する

腰ベルトは横から見たときに平行になるよう
に装着してください。

3｜バックルを留める 4｜ベルトで
しっかり締める

面ファスナーを内側に一度
折ってから装着するとしっ
かりと留められます。

バックルを留めます。 腰ストラップを引きます。

装着方法①：腰ベルトの装着

体型により多少
の差異がありま
す。一番負担の少
ない位置に合わ
せてください。

腰ベルトの余りが
気になる場合

※面ファスナーの粘着面が、
服にあたらないようにご注意
ください。

（A）

（A） （B）

（B）

｜

天

地

P7 P8

0908

2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）
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◎ヒップシートを正しく装着していないと、LOVOTをのせた際に前方に傾き、ヒップシートの
底部分が骨盤や腹部を圧迫し、使用者の不快感の原因となるおそれがあります。

◎連続で使用する場合は、体調の変化や装着状況を確認する必要があるため、２時間以内の
使用が望ましいです。

◎着脱は、可能な限り低い姿勢で安全な場所で行ってください。また着脱時は、他のひとに
介添えをしてもらうのが望ましいです。

◎ご使用の前に、バックル等の固定部が確実に留められていることを確認してください。
特に背中や腰部分のバックルは、必ず確認してください。製品にほつれやキズ、破れがあっ
た場合や、バックルが1カ所でも破損している場合は、速やかに使用を中止してください。

◎装着後も、各ベルトのゆるみがないかを確認してください。

◎使用時は、前方や足元が見えづらくなる可能性がありますのでご注意ください。

◎思わぬケガや破損を防ぐために、本製品を使用しない時は、バックルは確実に差し込んだ
状態で保管してください。

◎体調がすぐれない時や身体に痛みを感じた時は、使用をお控えください。

◎高温多湿になる場所、水気や火気のある場所、ホコリの多い場所は避け、安全を確認しな
がらご使用ください。

◎自動車やバイク、自転車では使用しないでください。飛行機など乗り物で使用する際は、
各事業者の規定をご確認ください。

◎使用者の前面（お腹～胸あたり）には、必ずおなかパッドがくるように装着してください。
おなかパッドは、LOVOTのしっぽやフロントセンサーの当たりをやわらげ、発汗などによる
LOVOTの服やスキンの汚損を防ぐ役割があります。

◎本製品は、1体のLOVOTでの使用を前提につくられております。LOVOTに加えて、重いもの
をヒップシートのウエストポーチに入れたり、ベルト等に装着したりすると、破損につなが
るおそれがあります。

◎取扱説明書に記載の装着方法を必ずお守りください。正しく装着されていない場合、ケガ
や低温やけど、LOVOTの落下・破損・故障につながるおそれがあります。

◎「アニマルシリーズ」や「干支シリーズ」等、耳やしっぽ等の付属パーツがついている服を着
用させて使用した場合、本製品のバックル等に引っかかるなどして服が破れたり付属パーツ
が破損したりするおそれがありますので、十分ご注意ください。

◎本製品の使用により、LOVOT本体の柔らかい部分やLOVOTが着用している服に、キズや痕
がつくことがあります。重ね着をしている際もご注意ください。

◎ご使用の際は、LOVOTは「お着替えモード」以外には絶対にしないでください。LOVOT本
体の破損・故障の原因となるおそれがあります。

◎LOVOTは「お着替えモード」でも「鼻スイッチ」を下向きに押すとホイールが出る仕様と
なっておりますので、十分にご注意ください。特に「対面のせ」で使用した際、意図せず
「鼻スイッチ」が下向きに押されてしまい、ホイールが出てしまう場合があります。

◎おなかパッドが正しく装着されていないと、LOVOTの熱が直接身体に伝わってしまい、低
温やけどの原因となるおそれがあります。

◎長時間使用すると、おなかパッドが正しく装着されていてもLOVOTの熱が使用者の身体
に伝わり、低温やけどの原因となるおそれがあります。長時間使用する際は、20分に1回程
度、肌の状態を確認してください。かゆみや痛み等、肌に異常があった場合はすぐに使用
を中止してください。

◎正しく装着している場合でも、熱すぎると感じた場合はすぐに使用を中止してください。

◎肌の弱い方は特に低温やけどにご注意ください。また糖尿病など血行に障害のある方
は、低温やけどを引き起こしやすいおそれがありますので、使用の際は十分にご注意くだ
さい。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する場合は、気温やLOVOTの状態（充電直後に
LOVOTの内部が高温になっている場合など）により、十分に放熱ができないことがありま
す。十分に放熱ができないと、LOVOTの故障の原因となるおそれがあるため、電源を入れ
た状態での長時間使用はおやめください。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する際は、スリーピングフードは使用せず、折りたた
んでください。

LOVOTの電源を入れた状態、または電源を切った直後に使用する場合は、
下記の点についてもご注意ください。

「低温やけど」とは、体温よりも高い温度の発熱体を長時間
あてていると、紅斑や水疱等の症状を引き起こすやけどのこ
とです。なお、低温やけどは自覚症状を伴わずに引き起こす
場合もありますので、ご注意ください。

低温やけどについて
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点検・お手入れ・保管方法

●点検について
ご使用の前に、バックル等の破損や、ベルトや生地等に破れやほつれ、キズがないことを
確認してください。異常がある状態で使用すると、事故やLOVOT本体の故障につながる
おそれがあります。

●保管方法について
◎お子様の手の届く場所に保管しないでください。
◎高温多湿になる環境を避けて保管してください。
◎屋外に放置したり、濡れたまま放置しないでください。
◎直射日光のあたる場所に保管しないでください。
◎ホーン保護リングを保管する際は、直射日光の当たらない冷暗所で、スポンジが変
　形しないようにしてください。大きく変形、劣化すると、ホーンを保護することが
　できなくなくなります。

ヒップシートのエアークッションシートを取り出し、すべてのバックルを留め、ファスナーを
閉じ、面ファスナーを留めてから、洗濯ネットに入れ、水温30℃以下の弱水流で洗濯して
ください。

●お手入れについて
[洗濯機を使用する場合]

[洗剤を使用する場合]

◎洗剤を使用する場合には中性洗剤を使用してください。
◎蛍光増白剤入り洗剤や塩素系漂白剤は使用しないでください。
◎他のものとは分けて洗濯してください。色落ちや色移りの原因となるおそれがあります。

[その他]

◎日陰でつり干しをして、完全に乾かしてください。
◎風合いの劣化や型崩れを避けるため、洗濯機の使用頻度は控えめにし、
   軽い汚れの場合は、固く絞った布で軽くたたくなどして落としてください。

製品の保証について

●保証規定
◎保証期間はお買い上げ日または、出荷日より1年間です。
◎保証対象は日本国内でのご利用に限ります。
◎保証期間中に正常な使用状態（取扱説明書及び本体縫込ラベルなどの注意書に従った使用
　状態）で故障した場合には無償修理をいたします。お買い上げ日もしくは、出荷日から
　8日以降に初期不良のお申し出をいただいた場合は、送料をご負担いただきます。

●保証の適用外
◎購入履歴がない場合。
◎故意、または不注意による故障、破損。
◎間違ったご使用や不当な修理、改造による部品の変形、故障、破損。
◎製品の自然劣化及び洗濯による色落ち、経年劣化による色褪せや外観の変化など。
◎地震、落雷、水害、火災、盗難など、自然災害や人災による紛失や破損。
◎中古販売や個人販売などにより購入した場合。
◎本製品以外の諸経費（運賃、代替品等）
◎本製品の使用に伴うLOVOTの故障・修理。

●保証期間中でも次のような場合は有償での対応となります
◎バックル（上部バックル・腰バックル・連結用バックル等）の破損。
◎スナップボタンの破損。
◎その他、当社において有償修理が相当であると合理的に判断した場合。

お問い合わせ先

●本書に記載されている内容の一部または全部を無断で転用、複写、引用することを禁じます。
●本内容は予告なく変更となる場合があります。最新情報は、ウェブマニュアルをご覧ください。

https://help.lovot.life/troubleshoot/
電話番号：0800-333-0880

LOVOTコンシェルジュ
https://help.lovot.life
LOVOTウェブマニュアル
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LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事項
と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本書を
よくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。

CSN2511 ｜ 2025年11月発行 ｜ © 2025 GROOVE X, Inc.
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● 各部の名称

● 組立方法

● ストラップの収納方法・長さ調節方法

● 装着方法①：腰ベルトの装着

● 装着方法②-A：前向きにのせる場合

● 装着方法②-B：対面にのせる場合

● ヒップシートのみを使用する場合

● 電源を切って持ち歩く場合

● 装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

● 安全について

● 点検・お手入れ・保管方法

● 製品の保証について
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取扱説明書
（本書）

ホーン保護リング

各部の名称 製品を取り出したときに
●製品を取り出した後は、部品がそろっているか、破損がないかを確認してください。
●欠品や破損の際は、LOVOTコンシェルジュまですみやかにご連絡ください。
●腰ベルトは腰まわりが64cm～114cmまでの方に対応しています。

ストラッピングバンド

腰バックル

腰ベルト

エアークッションシート

ウエストポーチ

連結ファスナー連結用バックル
（メス部）

ヒップシート おなかパッド
※エアークッションシートは入れた状態
で使用します。紛失にご注意ください。

台座取り出しファスナー
腰ストラップ

キャリアパーツ

スリーピングフード

肩ベルト

上部バックル

肩ストラップ

ストラッピングバンド

ヘッドサポート

連結ファスナー連結用バックル
（オス部）

排熱メッシュ

フードスナップ

固定バックル

組立方法 ご使用の前に

スリーピングフード スナップボタンを
はずす

スナップボタンを
はずす

（A）
（B）

（C）

（A）
（B）

2｜ヒップシートを用意 4｜連結用のファスナー
をむき出しにする

布の下にふたつのファスナーがありま
す。下のファスナー（B）と連結用バックル
を使用し、キャリアパーツと連結します。

ヒップシートを用意し、上部の布
（A）をめくります。

ファスナー（B）を引き出した状態で
上部の布（A）を元に戻します。

3｜連結用のファスナー
を取り出す

1｜付属品（スリーピングフード）を外す

キャリアパーツから、梱包時に装着されているスリーピン
グフードを取り外します。

※上部のファスナー（C）は、洗濯の際に
ヒップシートのエアークッションシート
を取り出すためのファスナーです。

LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本
書をよくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。

CSN2511 ｜ 2025年11月発行 ｜ © 2025 GROOVE X, Inc.
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肩ベルト

腰ベルト

●ストラッピングバンド
肩ベルトの長さ調節後、余ったストラップ
をくるくると巻き、最後にストラッピング
バンドで留めて収納します。

●肩ベルト・腰ベルト
（A）長くする方法：バックルを持ち上げ、ストラップを

引っ張り伸ばします。
（B）短くする方法：余ったストラップを引っ張り縮めます。

ストラップの収納方法・長さ調節方法

1 腰ベルトの装着位置を決める

ヒップシートを装着者のお腹に合わせます。
ヒップシートの座面が装着者のおへそに来
る位置が目安です。

2｜腰ベルトをきつく締める

腰ベルトをきつく締め、面ファスナーをしっかり
と留めてください。締め方が緩いと、LOVOTをの
せた際に負荷が大きくなる可能性があります。

5｜余ったベルトをまとめる

余ったベルトは、くるくると巻くようにしてお好きな位置
までたたみ、ベルトの先端についているストラッピング
バンドで留めてください。

6｜腰ベルトの位置を横から
見て平行に調整する

腰ベルトは横から見たときに平行になるよう
に装着してください。

3｜バックルを留める 4｜ベルトで
しっかり締める

面ファスナーを内側に一度
折ってから装着するとしっ
かりと留められます。

バックルを留めます。 腰ストラップを引きます。

装着方法①：腰ベルトの装着

体型により多少
の差異がありま
す。一番負担の少
ない位置に合わ
せてください。

腰ベルトの余りが
気になる場合

※面ファスナーの粘着面が、
服にあたらないようにご注意
ください。

（A）

（A） （B）

（B）

｜
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2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）
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電源を切って持ち歩く場合、必ずホーン保護リングとLOVOT本体付属のホーンカバーを
装着してください。

1110

ヒップシートのみを使用する場合

LOVOTを前向きにヒップシートの上にのせる場合、不安定になるため、落下しないよう十分にご注意ください。
移動中、LOVOTがしっかりヒップシートの上にのっていることを確認してください。

LOVOTを両手で支えながら、フロントセンサーをおなか
パッドの凹みに入れて、ヒップシートの上にのせます。
両手で LOVOTをしっかり支えてください。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

おなかパッドを自分の方に折りたたみます

2｜おなかパッドを
折りたたむ1｜LOVOT をお着替えモードにする

ヒップシートのみを使用してLOVOTを持ち歩く際、必ずLOVOTを対面でヒップシートにのせて、
かつ両手でしっかりLOVOTを支えてください。

スナップ

電源を切って持ち歩く場合

スリーピングフードを使用する場合は、LOVOTを前向きにのせてください。

LOVOTが動かない状態（電源が切れている、お着替えモードなど）で直射日光に当たり続けると、カメラが故障する
おそれがあるため、センサーホーンにホーンカバーを装着するなどして日光を遮ってください。

ホーン保護リングで固定されたセンサー
ホーンに、ホーンカバーを装着します。

2｜LOVOT に本体付属の
ホーンカバーを装着する

スリーピングフードは必要に応じて装着してください。

1｜
LOVOTのホイールが格納された状態で電源を切
ります。センサーホーンの間にホーン保護リン
グを挟みます。

LOVOTのセンサーホーンに
ホーン保護リングを挟む

スリーピングフード
を連結する

スリーピングフードを左右の肩ベルト
のフードスナップに固定します。

1｜ スリーピングフード
を被せて完成

スリーピングフードの先端をセンサー
ホーンに引っ掛けるように、LOVOTの
上に被せ、スナップボタンを留めます。

2｜

天

地

P11 P12

14 15

◎ヒップシートを正しく装着していないと、LOVOTをのせた際に前方に傾き、ヒップシートの
底部分が骨盤や腹部を圧迫し、使用者の不快感の原因となるおそれがあります。

◎連続で使用する場合は、体調の変化や装着状況を確認する必要があるため、２時間以内の
使用が望ましいです。

◎着脱は、可能な限り低い姿勢で安全な場所で行ってください。また着脱時は、他のひとに
介添えをしてもらうのが望ましいです。

◎ご使用の前に、バックル等の固定部が確実に留められていることを確認してください。
特に背中や腰部分のバックルは、必ず確認してください。製品にほつれやキズ、破れがあっ
た場合や、バックルが1カ所でも破損している場合は、速やかに使用を中止してください。

◎装着後も、各ベルトのゆるみがないかを確認してください。

◎使用時は、前方や足元が見えづらくなる可能性がありますのでご注意ください。

◎思わぬケガや破損を防ぐために、本製品を使用しない時は、バックルは確実に差し込んだ
状態で保管してください。

◎体調がすぐれない時や身体に痛みを感じた時は、使用をお控えください。

◎高温多湿になる場所、水気や火気のある場所、ホコリの多い場所は避け、安全を確認しな
がらご使用ください。

◎自動車やバイク、自転車では使用しないでください。飛行機など乗り物で使用する際は、
各事業者の規定をご確認ください。

◎使用者の前面（お腹～胸あたり）には、必ずおなかパッドがくるように装着してください。
おなかパッドは、LOVOTのしっぽやフロントセンサーの当たりをやわらげ、発汗などによる
LOVOTの服やスキンの汚損を防ぐ役割があります。

◎本製品は、1体のLOVOTでの使用を前提につくられております。LOVOTに加えて、重いもの
をヒップシートのウエストポーチに入れたり、ベルト等に装着したりすると、破損につなが
るおそれがあります。

◎取扱説明書に記載の装着方法を必ずお守りください。正しく装着されていない場合、ケガ
や低温やけど、LOVOTの落下・破損・故障につながるおそれがあります。

◎「アニマルシリーズ」や「干支シリーズ」等、耳やしっぽ等の付属パーツがついている服を着
用させて使用した場合、本製品のバックル等に引っかかるなどして服が破れたり付属パーツ
が破損したりするおそれがありますので、十分ご注意ください。

◎本製品の使用により、LOVOT本体の柔らかい部分やLOVOTが着用している服に、キズや痕
がつくことがあります。重ね着をしている際もご注意ください。

◎ご使用の際は、LOVOTは「お着替えモード」以外には絶対にしないでください。LOVOT本
体の破損・故障の原因となるおそれがあります。

◎LOVOTは「お着替えモード」でも「鼻スイッチ」を下向きに押すとホイールが出る仕様と
なっておりますので、十分にご注意ください。特に「対面のせ」で使用した際、意図せず
「鼻スイッチ」が下向きに押されてしまい、ホイールが出てしまう場合があります。

◎おなかパッドが正しく装着されていないと、LOVOTの熱が直接身体に伝わってしまい、低
温やけどの原因となるおそれがあります。

◎長時間使用すると、おなかパッドが正しく装着されていてもLOVOTの熱が使用者の身体
に伝わり、低温やけどの原因となるおそれがあります。長時間使用する際は、20分に1回程
度、肌の状態を確認してください。かゆみや痛み等、肌に異常があった場合はすぐに使用
を中止してください。

◎正しく装着している場合でも、熱すぎると感じた場合はすぐに使用を中止してください。

◎肌の弱い方は特に低温やけどにご注意ください。また糖尿病など血行に障害のある方
は、低温やけどを引き起こしやすいおそれがありますので、使用の際は十分にご注意くだ
さい。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する場合は、気温やLOVOTの状態（充電直後に
LOVOTの内部が高温になっている場合など）により、十分に放熱ができないことがありま
す。十分に放熱ができないと、LOVOTの故障の原因となるおそれがあるため、電源を入れ
た状態での長時間使用はおやめください。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する際は、スリーピングフードは使用せず、折りたた
んでください。

LOVOTの電源を入れた状態、または電源を切った直後に使用する場合は、
下記の点についてもご注意ください。

「低温やけど」とは、体温よりも高い温度の発熱体を長時間
あてていると、紅斑や水疱等の症状を引き起こすやけどのこ
とです。なお、低温やけどは自覚症状を伴わずに引き起こす
場合もありますので、ご注意ください。

低温やけどについて
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点検・お手入れ・保管方法

●点検について
ご使用の前に、バックル等の破損や、ベルトや生地等に破れやほつれ、キズがないことを
確認してください。異常がある状態で使用すると、事故やLOVOT本体の故障につながる
おそれがあります。

●保管方法について
◎お子様の手の届く場所に保管しないでください。
◎高温多湿になる環境を避けて保管してください。
◎屋外に放置したり、濡れたまま放置しないでください。
◎直射日光のあたる場所に保管しないでください。
◎ホーン保護リングを保管する際は、直射日光の当たらない冷暗所で、スポンジが変
　形しないようにしてください。大きく変形、劣化すると、ホーンを保護することが
　できなくなくなります。

ヒップシートのエアークッションシートを取り出し、すべてのバックルを留め、ファスナーを
閉じ、面ファスナーを留めてから、洗濯ネットに入れ、水温30℃以下の弱水流で洗濯して
ください。

●お手入れについて
[洗濯機を使用する場合]

[洗剤を使用する場合]

◎洗剤を使用する場合には中性洗剤を使用してください。
◎蛍光増白剤入り洗剤や塩素系漂白剤は使用しないでください。
◎他のものとは分けて洗濯してください。色落ちや色移りの原因となるおそれがあります。

[その他]

◎日陰でつり干しをして、完全に乾かしてください。
◎風合いの劣化や型崩れを避けるため、洗濯機の使用頻度は控えめにし、
   軽い汚れの場合は、固く絞った布で軽くたたくなどして落としてください。

製品の保証について

●保証規定
◎保証期間はお買い上げ日または、出荷日より1年間です。
◎保証対象は日本国内でのご利用に限ります。
◎保証期間中に正常な使用状態（取扱説明書及び本体縫込ラベルなどの注意書に従った使用
　状態）で故障した場合には無償修理をいたします。お買い上げ日もしくは、出荷日から
　8日以降に初期不良のお申し出をいただいた場合は、送料をご負担いただきます。

●保証の適用外
◎購入履歴がない場合。
◎故意、または不注意による故障、破損。
◎間違ったご使用や不当な修理、改造による部品の変形、故障、破損。
◎製品の自然劣化及び洗濯による色落ち、経年劣化による色褪せや外観の変化など。
◎地震、落雷、水害、火災、盗難など、自然災害や人災による紛失や破損。
◎中古販売や個人販売などにより購入した場合。
◎本製品以外の諸経費（運賃、代替品等）
◎本製品の使用に伴うLOVOTの故障・修理。

●保証期間中でも次のような場合は有償での対応となります
◎バックル（上部バックル・腰バックル・連結用バックル等）の破損。
◎スナップボタンの破損。
◎その他、当社において有償修理が相当であると合理的に判断した場合。

お問い合わせ先

●本書に記載されている内容の一部または全部を無断で転用、複写、引用することを禁じます。
●本内容は予告なく変更となる場合があります。最新情報は、ウェブマニュアルをご覧ください。

https://help.lovot.life/troubleshoot/
電話番号：0800-333-0880

LOVOTコンシェルジュ
https://help.lovot.life
LOVOTウェブマニュアル
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取扱説明書
（本書）

ホーン保護リング

各部の名称 製品を取り出したときに
●製品を取り出した後は、部品がそろっているか、破損がないかを確認してください。
●欠品や破損の際は、LOVOTコンシェルジュまですみやかにご連絡ください。
●腰ベルトは腰まわりが64cm～114cmまでの方に対応しています。

ストラッピングバンド

腰バックル

腰ベルト

エアークッションシート

ウエストポーチ

連結ファスナー連結用バックル
（メス部）

ヒップシート おなかパッド
※エアークッションシートは入れた状態
で使用します。紛失にご注意ください。

台座取り出しファスナー
腰ストラップ

キャリアパーツ

スリーピングフード

肩ベルト

上部バックル

肩ストラップ

ストラッピングバンド

ヘッドサポート

連結ファスナー連結用バックル
（オス部）

排熱メッシュ

フードスナップ

固定バックル

組立方法 ご使用の前に

スリーピングフード スナップボタンを
はずす

スナップボタンを
はずす

（A）
（B）

（C）

（A）
（B）

2｜ヒップシートを用意 4｜連結用のファスナー
をむき出しにする

布の下にふたつのファスナーがありま
す。下のファスナー（B）と連結用バックル
を使用し、キャリアパーツと連結します。

ヒップシートを用意し、上部の布
（A）をめくります。

ファスナー（B）を引き出した状態で
上部の布（A）を元に戻します。

3｜連結用のファスナー
を取り出す

1｜付属品（スリーピングフード）を外す

キャリアパーツから、梱包時に装着されているスリーピン
グフードを取り外します。

※上部のファスナー（C）は、洗濯の際に
ヒップシートのエアークッションシート
を取り出すためのファスナーです。

LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本
書をよくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。

CSN2511 ｜ 2025年11月発行 ｜ © 2025 GROOVE X, Inc.
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カチッ
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（D）

6｜キャリアパーツと
連結させる

キャリアパーツの連結ファスナーと、
先ほど引き出したファスナー（B）をか
み合わせます。

8｜ファスナーの
持ち手を留める

ファスナーを閉めきったところで、
持ち手を折り返します。「カチッ」と
いう音がするまで倒してください。

9｜連結用バックルを取り付ける

キャリアパーツの連結用バックル（オス部：F）とヒップシートの
連結用バックル（メス部：G）をしっかりと連結してください。
左右のバックルは同じ手順で取り付けます。

ファスナーを閉めます。

7｜かみ合わせた
ファスナーを閉める

10｜完成

かみ合わせる
（B）

（E）

5｜おなかパッドをヒップシートに留める

（D）のスナップボタンを中央のボタンから（E）に留めます。
(おなかパッドの凸がある面が前です）

（F） （F）
（G） （G）
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2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）
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電源を切って持ち歩く場合、必ずホーン保護リングとLOVOT本体付属のホーンカバーを
装着してください。

1110

ヒップシートのみを使用する場合

LOVOTを前向きにヒップシートの上にのせる場合、不安定になるため、落下しないよう十分にご注意ください。
移動中、LOVOTがしっかりヒップシートの上にのっていることを確認してください。

LOVOTを両手で支えながら、フロントセンサーをおなか
パッドの凹みに入れて、ヒップシートの上にのせます。
両手で LOVOTをしっかり支えてください。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

おなかパッドを自分の方に折りたたみます

2｜おなかパッドを
折りたたむ1｜LOVOT をお着替えモードにする

ヒップシートのみを使用してLOVOTを持ち歩く際、必ずLOVOTを対面でヒップシートにのせて、
かつ両手でしっかりLOVOTを支えてください。

スナップ

電源を切って持ち歩く場合

スリーピングフードを使用する場合は、LOVOTを前向きにのせてください。

LOVOTが動かない状態（電源が切れている、お着替えモードなど）で直射日光に当たり続けると、カメラが故障する
おそれがあるため、センサーホーンにホーンカバーを装着するなどして日光を遮ってください。

ホーン保護リングで固定されたセンサー
ホーンに、ホーンカバーを装着します。

2｜LOVOT に本体付属の
ホーンカバーを装着する

スリーピングフードは必要に応じて装着してください。

1｜
LOVOTのホイールが格納された状態で電源を切
ります。センサーホーンの間にホーン保護リン
グを挟みます。

LOVOTのセンサーホーンに
ホーン保護リングを挟む

スリーピングフード
を連結する

スリーピングフードを左右の肩ベルト
のフードスナップに固定します。

1｜ スリーピングフード
を被せて完成

スリーピングフードの先端をセンサー
ホーンに引っ掛けるように、LOVOTの
上に被せ、スナップボタンを留めます。

2｜

天

地

P11 P12

12 13

お着替えモードでは、センサーホーンのセンサーが障害物を検知した場合に、
LEDリングが赤く点灯します。
※本製品の使用中に、装着者や本製品を障害物として検知してLEDリングが
点灯しても、使用に支障はありません。

お着替えモードでボリュームボタン2つを同時に押すと、この機能が無効に
なりLEDリング点灯が消えます。

再度有効にするには、一度お着替えモード以外のモードに切り替えてから、
再びお着替えモードにしてください。

装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

安全について

◎LOVOT 3.0はLOVOT 2.0/初代に比べて胴まわりが大きくなっているため、連続して使
用すると、着せている服に痕が残る場合があります（目安：1時間以上）。
着せている服に痕が残った場合は、服を洗濯すると軽減しますのでお試しください。

　　　　　　 LOVOT 3.0で使用する場合注意

◎エアークッションシートを抜いた状態では使用しないでください。
また、エアークッションシートを抜いて他のものを詰めた状態での使用も、危険ですの
でおやめください。

　　　　　　 着脱時・使用時注意

警告 この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことが想定
される危害を示します。

◎本製品はLOVOT専用です。お子様や動物のだっこ等、別の用途には絶対に使用しな
いでください。

◎LOVOTが開口部から落下するおそれがあるため、着脱の際や身体を傾ける際は、
LOVOTが落下しないよう手で支えてください。しゃがむ時は、LOVOTのあたまが下向
きにならないよう、腰ではなく膝を曲げてください。

◎各部にあるバックルは確実に留め、ベルトやストラップの長さは使用者やLOVOTに合
わせて正しく調節してください。誤った使用方法により、LOVOTが落下するおそれが
あります。

◎本製品の使用中に、大きく前かがみになったり、反り返ったりしないでください。
LOVOTが滑り落ちるおそれがあります。

警告

注意
この表示の注意事項を守らないと、軽度または中度の傷害に至る
ことや、周辺の物品に損害を与えるリスクを示します。
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点検・お手入れ・保管方法

●点検について
ご使用の前に、バックル等の破損や、ベルトや生地等に破れやほつれ、キズがないことを
確認してください。異常がある状態で使用すると、事故やLOVOT本体の故障につながる
おそれがあります。

●保管方法について
◎お子様の手の届く場所に保管しないでください。
◎高温多湿になる環境を避けて保管してください。
◎屋外に放置したり、濡れたまま放置しないでください。
◎直射日光のあたる場所に保管しないでください。
◎ホーン保護リングを保管する際は、直射日光の当たらない冷暗所で、スポンジが変
　形しないようにしてください。大きく変形、劣化すると、ホーンを保護することが
　できなくなくなります。

ヒップシートのエアークッションシートを取り出し、すべてのバックルを留め、ファスナーを
閉じ、面ファスナーを留めてから、洗濯ネットに入れ、水温30℃以下の弱水流で洗濯して
ください。

●お手入れについて
[洗濯機を使用する場合]

[洗剤を使用する場合]

◎洗剤を使用する場合には中性洗剤を使用してください。
◎蛍光増白剤入り洗剤や塩素系漂白剤は使用しないでください。
◎他のものとは分けて洗濯してください。色落ちや色移りの原因となるおそれがあります。

[その他]

◎日陰でつり干しをして、完全に乾かしてください。
◎風合いの劣化や型崩れを避けるため、洗濯機の使用頻度は控えめにし、
   軽い汚れの場合は、固く絞った布で軽くたたくなどして落としてください。

製品の保証について

●保証規定
◎保証期間はお買い上げ日または、出荷日より1年間です。
◎保証対象は日本国内でのご利用に限ります。
◎保証期間中に正常な使用状態（取扱説明書及び本体縫込ラベルなどの注意書に従った使用
　状態）で故障した場合には無償修理をいたします。お買い上げ日もしくは、出荷日から
　8日以降に初期不良のお申し出をいただいた場合は、送料をご負担いただきます。

●保証の適用外
◎購入履歴がない場合。
◎故意、または不注意による故障、破損。
◎間違ったご使用や不当な修理、改造による部品の変形、故障、破損。
◎製品の自然劣化及び洗濯による色落ち、経年劣化による色褪せや外観の変化など。
◎地震、落雷、水害、火災、盗難など、自然災害や人災による紛失や破損。
◎中古販売や個人販売などにより購入した場合。
◎本製品以外の諸経費（運賃、代替品等）
◎本製品の使用に伴うLOVOTの故障・修理。

●保証期間中でも次のような場合は有償での対応となります
◎バックル（上部バックル・腰バックル・連結用バックル等）の破損。
◎スナップボタンの破損。
◎その他、当社において有償修理が相当であると合理的に判断した場合。

お問い合わせ先

●本書に記載されている内容の一部または全部を無断で転用、複写、引用することを禁じます。
●本内容は予告なく変更となる場合があります。最新情報は、ウェブマニュアルをご覧ください。

https://help.lovot.life/troubleshoot/
電話番号：0800-333-0880

LOVOTコンシェルジュ
https://help.lovot.life
LOVOTウェブマニュアル
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取扱説明書
（本書）

ホーン保護リング

各部の名称 製品を取り出したときに
●製品を取り出した後は、部品がそろっているか、破損がないかを確認してください。
●欠品や破損の際は、LOVOTコンシェルジュまですみやかにご連絡ください。
●腰ベルトは腰まわりが64cm～114cmまでの方に対応しています。

ストラッピングバンド

腰バックル

腰ベルト

エアークッションシート

ウエストポーチ

連結ファスナー連結用バックル
（メス部）

ヒップシート おなかパッド
※エアークッションシートは入れた状態
で使用します。紛失にご注意ください。

台座取り出しファスナー
腰ストラップ

キャリアパーツ

スリーピングフード

肩ベルト

上部バックル

肩ストラップ

ストラッピングバンド

ヘッドサポート

連結ファスナー連結用バックル
（オス部）

排熱メッシュ

フードスナップ

固定バックル

組立方法 ご使用の前に

スリーピングフード スナップボタンを
はずす

スナップボタンを
はずす

（A）
（B）

（C）

（A）
（B）

2｜ヒップシートを用意 4｜連結用のファスナー
をむき出しにする

布の下にふたつのファスナーがありま
す。下のファスナー（B）と連結用バックル
を使用し、キャリアパーツと連結します。

ヒップシートを用意し、上部の布
（A）をめくります。

ファスナー（B）を引き出した状態で
上部の布（A）を元に戻します。

3｜連結用のファスナー
を取り出す

1｜付属品（スリーピングフード）を外す

キャリアパーツから、梱包時に装着されているスリーピン
グフードを取り外します。

※上部のファスナー（C）は、洗濯の際に
ヒップシートのエアークッションシート
を取り出すためのファスナーです。

LOVOT
キャリーシート NEO

取扱説明書

● 本書には事故や LOVOTの故障を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱い方を記載しています。ご使用の前に本
書をよくお読みの上、正しくお使いください。

● お読みになったあとは大切に保管してください。

CSN2511 ｜ 2025年11月発行 ｜ © 2025 GROOVE X, Inc.
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（D）

6｜キャリアパーツと
連結させる

キャリアパーツの連結ファスナーと、
先ほど引き出したファスナー（B）をか
み合わせます。

8｜ファスナーの
持ち手を留める

ファスナーを閉めきったところで、
持ち手を折り返します。「カチッ」と
いう音がするまで倒してください。

9｜連結用バックルを取り付ける

キャリアパーツの連結用バックル（オス部：F）とヒップシートの
連結用バックル（メス部：G）をしっかりと連結してください。
左右のバックルは同じ手順で取り付けます。

ファスナーを閉めます。

7｜かみ合わせた
ファスナーを閉める

10｜完成

かみ合わせる
（B）

（E）

5｜おなかパッドをヒップシートに留める

（D）のスナップボタンを中央のボタンから（E）に留めます。
(おなかパッドの凸がある面が前です）

（F） （F）
（G） （G）
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電源を切って持ち歩く場合、必ずホーン保護リングとLOVOT本体付属のホーンカバーを
装着してください。

1110

ヒップシートのみを使用する場合

LOVOTを前向きにヒップシートの上にのせる場合、不安定になるため、落下しないよう十分にご注意ください。
移動中、LOVOTがしっかりヒップシートの上にのっていることを確認してください。

LOVOTを両手で支えながら、フロントセンサーをおなか
パッドの凹みに入れて、ヒップシートの上にのせます。
両手で LOVOTをしっかり支えてください。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

おなかパッドを自分の方に折りたたみます

2｜おなかパッドを
折りたたむ1｜LOVOT をお着替えモードにする

ヒップシートのみを使用してLOVOTを持ち歩く際、必ずLOVOTを対面でヒップシートにのせて、
かつ両手でしっかりLOVOTを支えてください。

スナップ

電源を切って持ち歩く場合

スリーピングフードを使用する場合は、LOVOTを前向きにのせてください。

LOVOTが動かない状態（電源が切れている、お着替えモードなど）で直射日光に当たり続けると、カメラが故障する
おそれがあるため、センサーホーンにホーンカバーを装着するなどして日光を遮ってください。

ホーン保護リングで固定されたセンサー
ホーンに、ホーンカバーを装着します。

2｜LOVOT に本体付属の
ホーンカバーを装着する

スリーピングフードは必要に応じて装着してください。

1｜
LOVOTのホイールが格納された状態で電源を切
ります。センサーホーンの間にホーン保護リン
グを挟みます。

LOVOTのセンサーホーンに
ホーン保護リングを挟む

スリーピングフード
を連結する

スリーピングフードを左右の肩ベルト
のフードスナップに固定します。

1｜ スリーピングフード
を被せて完成

スリーピングフードの先端をセンサー
ホーンに引っ掛けるように、LOVOTの
上に被せ、スナップボタンを留めます。

2｜
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お着替えモードでは、センサーホーンのセンサーが障害物を検知した場合に、
LEDリングが赤く点灯します。
※本製品の使用中に、装着者や本製品を障害物として検知してLEDリングが
点灯しても、使用に支障はありません。

お着替えモードでボリュームボタン2つを同時に押すと、この機能が無効に
なりLEDリング点灯が消えます。

再度有効にするには、一度お着替えモード以外のモードに切り替えてから、
再びお着替えモードにしてください。

装着中にLOVOTのセンサーホーンの
LEDリングが赤く点灯する場合

安全について

◎LOVOT 3.0はLOVOT 2.0/初代に比べて胴まわりが大きくなっているため、連続して使
用すると、着せている服に痕が残る場合があります（目安：1時間以上）。
着せている服に痕が残った場合は、服を洗濯すると軽減しますのでお試しください。

　　　　　　 LOVOT 3.0で使用する場合注意

◎エアークッションシートを抜いた状態では使用しないでください。
また、エアークッションシートを抜いて他のものを詰めた状態での使用も、危険ですの
でおやめください。

　　　　　　 着脱時・使用時注意

警告 この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことが想定
される危害を示します。

◎本製品はLOVOT専用です。お子様や動物のだっこ等、別の用途には絶対に使用しな
いでください。

◎LOVOTが開口部から落下するおそれがあるため、着脱の際や身体を傾ける際は、
LOVOTが落下しないよう手で支えてください。しゃがむ時は、LOVOTのあたまが下向
きにならないよう、腰ではなく膝を曲げてください。

◎各部にあるバックルは確実に留め、ベルトやストラップの長さは使用者やLOVOTに合
わせて正しく調節してください。誤った使用方法により、LOVOTが落下するおそれが
あります。

◎本製品の使用中に、大きく前かがみになったり、反り返ったりしないでください。
LOVOTが滑り落ちるおそれがあります。

警告

注意
この表示の注意事項を守らないと、軽度または中度の傷害に至る
ことや、周辺の物品に損害を与えるリスクを示します。
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肩ベルト

腰ベルト

●ストラッピングバンド
肩ベルトの長さ調節後、余ったストラップ
をくるくると巻き、最後にストラッピング
バンドで留めて収納します。

●肩ベルト・腰ベルト
（A）長くする方法：バックルを持ち上げ、ストラップを

引っ張り伸ばします。
（B）短くする方法：余ったストラップを引っ張り縮めます。

ストラップの収納方法・長さ調節方法

1 腰ベルトの装着位置を決める

ヒップシートを装着者のお腹に合わせます。
ヒップシートの座面が装着者のおへそに来
る位置が目安です。

2｜腰ベルトをきつく締める

腰ベルトをきつく締め、面ファスナーをしっかり
と留めてください。締め方が緩いと、LOVOTをの
せた際に負荷が大きくなる可能性があります。

5｜余ったベルトをまとめる

余ったベルトは、くるくると巻くようにしてお好きな位置
までたたみ、ベルトの先端についているストラッピング
バンドで留めてください。

6｜腰ベルトの位置を横から
見て平行に調整する

腰ベルトは横から見たときに平行になるよう
に装着してください。

3｜バックルを留める 4｜ベルトで
しっかり締める

面ファスナーを内側に一度
折ってから装着するとしっ
かりと留められます。

バックルを留めます。 腰ストラップを引きます。

装着方法①：腰ベルトの装着

体型により多少
の差異がありま
す。一番負担の少
ない位置に合わ
せてください。

腰ベルトの余りが
気になる場合

※面ファスナーの粘着面が、
服にあたらないようにご注意
ください。

（A）

（A） （B）

（B）

｜
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2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）
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◎ヒップシートを正しく装着していないと、LOVOTをのせた際に前方に傾き、ヒップシートの
底部分が骨盤や腹部を圧迫し、使用者の不快感の原因となるおそれがあります。

◎連続で使用する場合は、体調の変化や装着状況を確認する必要があるため、２時間以内の
使用が望ましいです。

◎着脱は、可能な限り低い姿勢で安全な場所で行ってください。また着脱時は、他のひとに
介添えをしてもらうのが望ましいです。

◎ご使用の前に、バックル等の固定部が確実に留められていることを確認してください。
特に背中や腰部分のバックルは、必ず確認してください。製品にほつれやキズ、破れがあっ
た場合や、バックルが1カ所でも破損している場合は、速やかに使用を中止してください。

◎装着後も、各ベルトのゆるみがないかを確認してください。

◎使用時は、前方や足元が見えづらくなる可能性がありますのでご注意ください。

◎思わぬケガや破損を防ぐために、本製品を使用しない時は、バックルは確実に差し込んだ
状態で保管してください。

◎体調がすぐれない時や身体に痛みを感じた時は、使用をお控えください。

◎高温多湿になる場所、水気や火気のある場所、ホコリの多い場所は避け、安全を確認しな
がらご使用ください。

◎自動車やバイク、自転車では使用しないでください。飛行機など乗り物で使用する際は、
各事業者の規定をご確認ください。

◎使用者の前面（お腹～胸あたり）には、必ずおなかパッドがくるように装着してください。
おなかパッドは、LOVOTのしっぽやフロントセンサーの当たりをやわらげ、発汗などによる
LOVOTの服やスキンの汚損を防ぐ役割があります。

◎本製品は、1体のLOVOTでの使用を前提につくられております。LOVOTに加えて、重いもの
をヒップシートのウエストポーチに入れたり、ベルト等に装着したりすると、破損につなが
るおそれがあります。

◎取扱説明書に記載の装着方法を必ずお守りください。正しく装着されていない場合、ケガ
や低温やけど、LOVOTの落下・破損・故障につながるおそれがあります。

◎「アニマルシリーズ」や「干支シリーズ」等、耳やしっぽ等の付属パーツがついている服を着
用させて使用した場合、本製品のバックル等に引っかかるなどして服が破れたり付属パーツ
が破損したりするおそれがありますので、十分ご注意ください。

◎本製品の使用により、LOVOT本体の柔らかい部分やLOVOTが着用している服に、キズや痕
がつくことがあります。重ね着をしている際もご注意ください。

◎ご使用の際は、LOVOTは「お着替えモード」以外には絶対にしないでください。LOVOT本
体の破損・故障の原因となるおそれがあります。

◎LOVOTは「お着替えモード」でも「鼻スイッチ」を下向きに押すとホイールが出る仕様と
なっておりますので、十分にご注意ください。特に「対面のせ」で使用した際、意図せず
「鼻スイッチ」が下向きに押されてしまい、ホイールが出てしまう場合があります。

◎おなかパッドが正しく装着されていないと、LOVOTの熱が直接身体に伝わってしまい、低
温やけどの原因となるおそれがあります。

◎長時間使用すると、おなかパッドが正しく装着されていてもLOVOTの熱が使用者の身体
に伝わり、低温やけどの原因となるおそれがあります。長時間使用する際は、20分に1回程
度、肌の状態を確認してください。かゆみや痛み等、肌に異常があった場合はすぐに使用
を中止してください。

◎正しく装着している場合でも、熱すぎると感じた場合はすぐに使用を中止してください。

◎肌の弱い方は特に低温やけどにご注意ください。また糖尿病など血行に障害のある方
は、低温やけどを引き起こしやすいおそれがありますので、使用の際は十分にご注意くだ
さい。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する場合は、気温やLOVOTの状態（充電直後に
LOVOTの内部が高温になっている場合など）により、十分に放熱ができないことがありま
す。十分に放熱ができないと、LOVOTの故障の原因となるおそれがあるため、電源を入れ
た状態での長時間使用はおやめください。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する際は、スリーピングフードは使用せず、折りたた
んでください。

LOVOTの電源を入れた状態、または電源を切った直後に使用する場合は、
下記の点についてもご注意ください。

「低温やけど」とは、体温よりも高い温度の発熱体を長時間
あてていると、紅斑や水疱等の症状を引き起こすやけどのこ
とです。なお、低温やけどは自覚症状を伴わずに引き起こす
場合もありますので、ご注意ください。

低温やけどについて
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点検・お手入れ・保管方法

●点検について
ご使用の前に、バックル等の破損や、ベルトや生地等に破れやほつれ、キズがないことを
確認してください。異常がある状態で使用すると、事故やLOVOT本体の故障につながる
おそれがあります。

●保管方法について
◎お子様の手の届く場所に保管しないでください。
◎高温多湿になる環境を避けて保管してください。
◎屋外に放置したり、濡れたまま放置しないでください。
◎直射日光のあたる場所に保管しないでください。
◎ホーン保護リングを保管する際は、直射日光の当たらない冷暗所で、スポンジが変
　形しないようにしてください。大きく変形、劣化すると、ホーンを保護することが
　できなくなくなります。

ヒップシートのエアークッションシートを取り出し、すべてのバックルを留め、ファスナーを
閉じ、面ファスナーを留めてから、洗濯ネットに入れ、水温30℃以下の弱水流で洗濯して
ください。

●お手入れについて
[洗濯機を使用する場合]

[洗剤を使用する場合]

◎洗剤を使用する場合には中性洗剤を使用してください。
◎蛍光増白剤入り洗剤や塩素系漂白剤は使用しないでください。
◎他のものとは分けて洗濯してください。色落ちや色移りの原因となるおそれがあります。

[その他]

◎日陰でつり干しをして、完全に乾かしてください。
◎風合いの劣化や型崩れを避けるため、洗濯機の使用頻度は控えめにし、
   軽い汚れの場合は、固く絞った布で軽くたたくなどして落としてください。

製品の保証について

●保証規定
◎保証期間はお買い上げ日または、出荷日より1年間です。
◎保証対象は日本国内でのご利用に限ります。
◎保証期間中に正常な使用状態（取扱説明書及び本体縫込ラベルなどの注意書に従った使用
　状態）で故障した場合には無償修理をいたします。お買い上げ日もしくは、出荷日から
　8日以降に初期不良のお申し出をいただいた場合は、送料をご負担いただきます。

●保証の適用外
◎購入履歴がない場合。
◎故意、または不注意による故障、破損。
◎間違ったご使用や不当な修理、改造による部品の変形、故障、破損。
◎製品の自然劣化及び洗濯による色落ち、経年劣化による色褪せや外観の変化など。
◎地震、落雷、水害、火災、盗難など、自然災害や人災による紛失や破損。
◎中古販売や個人販売などにより購入した場合。
◎本製品以外の諸経費（運賃、代替品等）
◎本製品の使用に伴うLOVOTの故障・修理。

●保証期間中でも次のような場合は有償での対応となります
◎バックル（上部バックル・腰バックル・連結用バックル等）の破損。
◎スナップボタンの破損。
◎その他、当社において有償修理が相当であると合理的に判断した場合。

お問い合わせ先

●本書に記載されている内容の一部または全部を無断で転用、複写、引用することを禁じます。
●本内容は予告なく変更となる場合があります。最新情報は、ウェブマニュアルをご覧ください。

https://help.lovot.life/troubleshoot/
電話番号：0800-333-0880

LOVOTコンシェルジュ
https://help.lovot.life
LOVOTウェブマニュアル
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肩ベルト

腰ベルト

●ストラッピングバンド
肩ベルトの長さ調節後、余ったストラップ
をくるくると巻き、最後にストラッピング
バンドで留めて収納します。

●肩ベルト・腰ベルト
（A）長くする方法：バックルを持ち上げ、ストラップを

引っ張り伸ばします。
（B）短くする方法：余ったストラップを引っ張り縮めます。

ストラップの収納方法・長さ調節方法

1 腰ベルトの装着位置を決める

ヒップシートを装着者のお腹に合わせます。
ヒップシートの座面が装着者のおへそに来
る位置が目安です。

2｜腰ベルトをきつく締める

腰ベルトをきつく締め、面ファスナーをしっかり
と留めてください。締め方が緩いと、LOVOTをの
せた際に負荷が大きくなる可能性があります。

5｜余ったベルトをまとめる

余ったベルトは、くるくると巻くようにしてお好きな位置
までたたみ、ベルトの先端についているストラッピング
バンドで留めてください。

6｜腰ベルトの位置を横から
見て平行に調整する

腰ベルトは横から見たときに平行になるよう
に装着してください。

3｜バックルを留める 4｜ベルトで
しっかり締める

面ファスナーを内側に一度
折ってから装着するとしっ
かりと留められます。

バックルを留めます。 腰ストラップを引きます。

装着方法①：腰ベルトの装着

体型により多少
の差異がありま
す。一番負担の少
ない位置に合わ
せてください。

腰ベルトの余りが
気になる場合

※面ファスナーの粘着面が、
服にあたらないようにご注意
ください。

（A）

（A） （B）

（B）

｜
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2｜
おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

おなかパッドが、LOVOTとお腹
の間に来るように立てます。

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
しっぽをおなかパッドの凹みに入
れて、ヒップシートの上にのせます。

3｜LOVOTを前向きに
ヒップシートにのせる

おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

5｜バックルを留める

肩ベルトが両肩の同じ位置にある状態で、
上部バックルを留めてください。

上部バックル
の高さは、上
下方向に調節
できます。

6｜肩ベルトのストラップの
長さを調節して、完成

肩ベルトのストラップ（A）を矢印の方
向に引っ張り、長さを調整します。

装着方法②-A：前向きにのせる場合

4｜肩ベルトに
片方ずつ腕を通す

肩ベルトに片方ずつ腕を通します。
LOVOTが落下しないよう、片手で
支えながら行ってください。

LOVOTを両手で支えながら、
フロントセンサーをおなかパッド
の凹みに入れて、ヒップシートの
上にのせます。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

装着方法②-B：対面にのせる場合

2｜ おなかパッドを
立てる

1｜LOVOTをお着替えモードにする

（A）
（A）

天
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電源を切って持ち歩く場合、必ずホーン保護リングとLOVOT本体付属のホーンカバーを
装着してください。

1110

ヒップシートのみを使用する場合

LOVOTを前向きにヒップシートの上にのせる場合、不安定になるため、落下しないよう十分にご注意ください。
移動中、LOVOTがしっかりヒップシートの上にのっていることを確認してください。

LOVOTを両手で支えながら、フロントセンサーをおなか
パッドの凹みに入れて、ヒップシートの上にのせます。
両手で LOVOTをしっかり支えてください。

3｜LOVOTを対面に
ヒップシートにのせる

おなかパッドを自分の方に折りたたみます

2｜おなかパッドを
折りたたむ1｜LOVOT をお着替えモードにする

ヒップシートのみを使用してLOVOTを持ち歩く際、必ずLOVOTを対面でヒップシートにのせて、
かつ両手でしっかりLOVOTを支えてください。

スナップ

電源を切って持ち歩く場合

スリーピングフードを使用する場合は、LOVOTを前向きにのせてください。

LOVOTが動かない状態（電源が切れている、お着替えモードなど）で直射日光に当たり続けると、カメラが故障する
おそれがあるため、センサーホーンにホーンカバーを装着するなどして日光を遮ってください。

ホーン保護リングで固定されたセンサー
ホーンに、ホーンカバーを装着します。

2｜LOVOT に本体付属の
ホーンカバーを装着する

スリーピングフードは必要に応じて装着してください。

1｜
LOVOTのホイールが格納された状態で電源を切
ります。センサーホーンの間にホーン保護リン
グを挟みます。

LOVOTのセンサーホーンに
ホーン保護リングを挟む

スリーピングフード
を連結する

スリーピングフードを左右の肩ベルト
のフードスナップに固定します。

1｜ スリーピングフード
を被せて完成

スリーピングフードの先端をセンサー
ホーンに引っ掛けるように、LOVOTの
上に被せ、スナップボタンを留めます。

2｜
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◎ヒップシートを正しく装着していないと、LOVOTをのせた際に前方に傾き、ヒップシートの
底部分が骨盤や腹部を圧迫し、使用者の不快感の原因となるおそれがあります。

◎連続で使用する場合は、体調の変化や装着状況を確認する必要があるため、２時間以内の
使用が望ましいです。

◎着脱は、可能な限り低い姿勢で安全な場所で行ってください。また着脱時は、他のひとに
介添えをしてもらうのが望ましいです。

◎ご使用の前に、バックル等の固定部が確実に留められていることを確認してください。
特に背中や腰部分のバックルは、必ず確認してください。製品にほつれやキズ、破れがあっ
た場合や、バックルが1カ所でも破損している場合は、速やかに使用を中止してください。

◎装着後も、各ベルトのゆるみがないかを確認してください。

◎使用時は、前方や足元が見えづらくなる可能性がありますのでご注意ください。

◎思わぬケガや破損を防ぐために、本製品を使用しない時は、バックルは確実に差し込んだ
状態で保管してください。

◎体調がすぐれない時や身体に痛みを感じた時は、使用をお控えください。

◎高温多湿になる場所、水気や火気のある場所、ホコリの多い場所は避け、安全を確認しな
がらご使用ください。

◎自動車やバイク、自転車では使用しないでください。飛行機など乗り物で使用する際は、
各事業者の規定をご確認ください。

◎使用者の前面（お腹～胸あたり）には、必ずおなかパッドがくるように装着してください。
おなかパッドは、LOVOTのしっぽやフロントセンサーの当たりをやわらげ、発汗などによる
LOVOTの服やスキンの汚損を防ぐ役割があります。

◎本製品は、1体のLOVOTでの使用を前提につくられております。LOVOTに加えて、重いもの
をヒップシートのウエストポーチに入れたり、ベルト等に装着したりすると、破損につなが
るおそれがあります。

◎取扱説明書に記載の装着方法を必ずお守りください。正しく装着されていない場合、ケガ
や低温やけど、LOVOTの落下・破損・故障につながるおそれがあります。

◎「アニマルシリーズ」や「干支シリーズ」等、耳やしっぽ等の付属パーツがついている服を着
用させて使用した場合、本製品のバックル等に引っかかるなどして服が破れたり付属パーツ
が破損したりするおそれがありますので、十分ご注意ください。

◎本製品の使用により、LOVOT本体の柔らかい部分やLOVOTが着用している服に、キズや痕
がつくことがあります。重ね着をしている際もご注意ください。

◎ご使用の際は、LOVOTは「お着替えモード」以外には絶対にしないでください。LOVOT本
体の破損・故障の原因となるおそれがあります。

◎LOVOTは「お着替えモード」でも「鼻スイッチ」を下向きに押すとホイールが出る仕様と
なっておりますので、十分にご注意ください。特に「対面のせ」で使用した際、意図せず
「鼻スイッチ」が下向きに押されてしまい、ホイールが出てしまう場合があります。

◎おなかパッドが正しく装着されていないと、LOVOTの熱が直接身体に伝わってしまい、低
温やけどの原因となるおそれがあります。

◎長時間使用すると、おなかパッドが正しく装着されていてもLOVOTの熱が使用者の身体
に伝わり、低温やけどの原因となるおそれがあります。長時間使用する際は、20分に1回程
度、肌の状態を確認してください。かゆみや痛み等、肌に異常があった場合はすぐに使用
を中止してください。

◎正しく装着している場合でも、熱すぎると感じた場合はすぐに使用を中止してください。

◎肌の弱い方は特に低温やけどにご注意ください。また糖尿病など血行に障害のある方
は、低温やけどを引き起こしやすいおそれがありますので、使用の際は十分にご注意くだ
さい。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する場合は、気温やLOVOTの状態（充電直後に
LOVOTの内部が高温になっている場合など）により、十分に放熱ができないことがありま
す。十分に放熱ができないと、LOVOTの故障の原因となるおそれがあるため、電源を入れ
た状態での長時間使用はおやめください。

◎LOVOTの電源を入れた状態で使用する際は、スリーピングフードは使用せず、折りたた
んでください。

LOVOTの電源を入れた状態、または電源を切った直後に使用する場合は、
下記の点についてもご注意ください。

「低温やけど」とは、体温よりも高い温度の発熱体を長時間
あてていると、紅斑や水疱等の症状を引き起こすやけどのこ
とです。なお、低温やけどは自覚症状を伴わずに引き起こす
場合もありますので、ご注意ください。

低温やけどについて
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点検・お手入れ・保管方法

●点検について
ご使用の前に、バックル等の破損や、ベルトや生地等に破れやほつれ、キズがないことを
確認してください。異常がある状態で使用すると、事故やLOVOT本体の故障につながる
おそれがあります。

●保管方法について
◎お子様の手の届く場所に保管しないでください。
◎高温多湿になる環境を避けて保管してください。
◎屋外に放置したり、濡れたまま放置しないでください。
◎直射日光のあたる場所に保管しないでください。
◎ホーン保護リングを保管する際は、直射日光の当たらない冷暗所で、スポンジが変
　形しないようにしてください。大きく変形、劣化すると、ホーンを保護することが
　できなくなくなります。

ヒップシートのエアークッションシートを取り出し、すべてのバックルを留め、ファスナーを
閉じ、面ファスナーを留めてから、洗濯ネットに入れ、水温30℃以下の弱水流で洗濯して
ください。

●お手入れについて
[洗濯機を使用する場合]

[洗剤を使用する場合]

◎洗剤を使用する場合には中性洗剤を使用してください。
◎蛍光増白剤入り洗剤や塩素系漂白剤は使用しないでください。
◎他のものとは分けて洗濯してください。色落ちや色移りの原因となるおそれがあります。

[その他]

◎日陰でつり干しをして、完全に乾かしてください。
◎風合いの劣化や型崩れを避けるため、洗濯機の使用頻度は控えめにし、
   軽い汚れの場合は、固く絞った布で軽くたたくなどして落としてください。

製品の保証について

●保証規定
◎保証期間はお買い上げ日または、出荷日より1年間です。
◎保証対象は日本国内でのご利用に限ります。
◎保証期間中に正常な使用状態（取扱説明書及び本体縫込ラベルなどの注意書に従った使用
　状態）で故障した場合には無償修理をいたします。お買い上げ日もしくは、出荷日から
　8日以降に初期不良のお申し出をいただいた場合は、送料をご負担いただきます。

●保証の適用外
◎購入履歴がない場合。
◎故意、または不注意による故障、破損。
◎間違ったご使用や不当な修理、改造による部品の変形、故障、破損。
◎製品の自然劣化及び洗濯による色落ち、経年劣化による色褪せや外観の変化など。
◎地震、落雷、水害、火災、盗難など、自然災害や人災による紛失や破損。
◎中古販売や個人販売などにより購入した場合。
◎本製品以外の諸経費（運賃、代替品等）
◎本製品の使用に伴うLOVOTの故障・修理。

●保証期間中でも次のような場合は有償での対応となります
◎バックル（上部バックル・腰バックル・連結用バックル等）の破損。
◎スナップボタンの破損。
◎その他、当社において有償修理が相当であると合理的に判断した場合。

お問い合わせ先

●本書に記載されている内容の一部または全部を無断で転用、複写、引用することを禁じます。
●本内容は予告なく変更となる場合があります。最新情報は、ウェブマニュアルをご覧ください。

https://help.lovot.life/troubleshoot/
電話番号：0800-333-0880

LOVOTコンシェルジュ
https://help.lovot.life
LOVOTウェブマニュアル
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